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今後の円滑なワクチン接種に向けた課題の整理



ワクチン接種回数とワクチン接種をめぐる動き

新型コロナウイルスのワクチンを１回以上接種した人の割合は、令和３年１１月２日時点で７８％。

１

新型コロナウイルスの
ワクチン接種を行った人の割合

（Our World in Dataから引用（11月2日時点））

アラブ首長国連邦 97％

ポルトガル 89％

キューバ 88％

チリ 86％

スペイン 81％

カンボジア 81％

シンガポール 81％

韓国 80％

ウルグアイ 79％

カナダ 78％

日本 78％

イタリア 77％

フランス 76％

ブラジル 74％

英国 73％

ドイツ 69％

米国 66％

トルコ 65％

イラン 62％

タイ 61％

※１回以上接種した者
※1 首相官邸HP掲載データ及び新聞記事（朝日新聞等）をもとに行革事務局作成
※2 医療従事者、職域接種を除く

接 種 回 数 （ 累 計 ）



ワクチン接種に係る主な問題点（住民の声）

ワクチン接種で不妊
になるって情報が流
れてきたんだけ

ど。。。

１回目接種した後、別
の市に引っ越ししたの

だけど。。。

開始からわずか５分
で予約が埋まり、ワ
クチン接種の予約が

取れない。。。。

※NHK NEWS WEBより ２

新型コロナウイルスワクチンや打ち手等が確保された上で、住民から以下の声。



主な問題点に係る論点・課題について

ワクチンの需給のミス
マッチ等が生じたこと
が、予約混乱の一因で
は？
なぜ需給のミスマッチ
等が生じた？

３

住居を移転すると、移
転先の自治体に申請し
ないと接種を受けられ
ない。
緊急時には何かしらの
対応が必要では？

情報の錯綜に対し、国
としてどのように対応
すればよいか？



主な論点

● 情報システム化の遅れや国と地方の情報共有・伝達等に係る問
題から、需給のミスマッチ等が生じ、予約の混乱を招いたのでは
ないか。

● 緊急時などにおける地方保有データの国利用の円滑化を可能と
する仕組みや、必要に応じて住居移転等の際に自治体間の接種記
録の引継等ができる仕組みが必要ではないか。

● 国からの正確な情報の発信のあり方等の検討が必要ではないか。

４
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